
平
成
二
十
年
三
月
二
十
六
日
提
出

質

問

第

二

二

五

号

在
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
大
使
館
に
配
置
さ
れ
て
い
た
日
本
画
が
消
失
し
た
件
に
つ
い
て
の
外
務
省
の
説
明
及
び
管

理
責
任
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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在
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
大
使
館
に
配
置
さ
れ
て
い
た
日
本
画
が
消
失
し
た
件
に
つ
い
て
の
外
務
省
の
説
明
及
び
管

理
責
任
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
一
七
五
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

外
務
省
が
一
九
九
二
年
に
購
入
し
、
在
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
大
使
館
（
以
下
、
「
大
使
館
」
と
い
う
。
）
に
配
置
さ
れ
た
後

に
所
在
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
日
本
画
「
潮
の
舞
」
に
関
す
る
調
査
（
以
下
、
「
調
査
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
前
回
質

問
主
意
書
で
そ
の
対
象
と
な
っ
た
孫
�
亨
氏
、
小
畑
紘
一
氏
、
中
山
恭
子
氏
、
河
東
哲
夫
氏
、
楠
本
祐
一
氏
の
五
名
の
歴
代

公
館
長
（
以
下
、
「
五
名
」
と
い
う
。
）
は
「
調
査
」
の
結
果
、
「
潮
の
舞
」
の
所
在
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
様
な
回
答

を
し
た
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
も
「
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
、
『
潮
の
舞
』
の
所
在
に
関
す
る
有
力

な
情
報
が
得
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
断
片
的
な
情
報
を
お
答
え
す
る
こ
と
で
無
用
な
誤
解
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
お
答
え
を
差
し
控
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
「
五
名
」
は
「
調
査
」
の
対
象
に
含
ま
れ
、
「
五

名
」
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
は
行
わ
れ
た
の
か
ど
う
か
、
右
一
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

一
で
、
「
調
査
」
が
行
わ
れ
た
の
な
ら
ば
、
「
五
名
」
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
は
い
つ
行
わ
れ
た
か
。

三

同
じ
く
「
五
名
」
に
対
し
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
の
は
誰
か
。

一



四

「
潮
の
舞
」
の
所
在
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
「
調
査
」
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
第
一
義
的
に
責

任
を
負
う
の
は
「
五
名
」
の
内
誰
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
外
務
省
と
し
て
引
き
続
き
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
『
潮
の
舞
』
の
所
在
が
確
認
で
き
な
く
な
っ
た
経
緯
等
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
御
指
摘
の
者
に
対
す
る
処

分
は
行
っ
て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
で
は
「
調
査
」
が
完
了
し
、
「
潮
の
舞
」
の
所
在
が
わ
か
ら
な

く
な
っ
た
経
緯
等
が
特
定
さ
れ
、
誰
が
第
一
義
的
責
任
を
負
う
べ
き
か
が
わ
か
れ
ば
、
そ
の
者
に
対
し
て
外
務
省
と
し
て
然

る
べ
き
処
分
を
下
す
の
か
。
外
務
省
の
見
解
如
何
。

五

「
調
査
」
が
終
了
し
て
い
な
い
に
し
て
も
、
「
潮
の
舞
」
の
所
在
が
不
明
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
な
事
実
で
あ
り
、
「
大

使
館
」
の
長
で
あ
り
、
「
潮
の
舞
」
は
じ
め
「
大
使
館
」
に
配
置
さ
れ
て
い
た
美
術
品
の
管
理
責
任
者
で
あ
っ
た
「
五
名
」

は
、
少
な
く
と
も
そ
の
様
な
事
態
を
招
い
た
こ
と
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
高
村
正
彦
外
務
大
臣
の
見

解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
本
件
に
関
連
す
る
文
書
は
大
臣
官
房
に
お
い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
」
と
、
「
調
査
」
に
よ
り

得
ら
れ
た
情
報
等
を
記
録
し
た
文
書
（
以
下
、
「
文
書
」
と
い
う
。
）
を
外
務
省
と
し
て
作
成
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
「
文
書
」
の
名
称
は
何
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



七

「
文
書
」
に
秘
密
指
定
は
か
け
ら
れ
て
い
る
か
。
い
る
の
な
ら
ば
、
ど
の
程
度
の
秘
密
指
定
が
か
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、

そ
し
て
な
ぜ
秘
密
指
定
が
か
け
ら
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

「
文
書
」
が
最
初
に
作
成
さ
れ
た
日
に
ち
は
い
つ
か
。

九

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
在
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
大
使
館
か
ら
大
臣
官
房
に
対
し
、
随
時
、
経
過
報
告
が
行
わ
れ
て
い

る
。
」
と
、
「
調
査
」
に
つ
い
て
の
報
告
が
「
大
使
館
」
か
ら
外
務
本
省
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
直
近
で
「
大
使
館
」
か
ら
「
調
査
」
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
の
は
い
つ
か
、
そ
の
具
体
的
日
に
ち
と
、
そ

の
具
体
的
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十

外
務
省
は
二
〇
〇
七
年
五
月
二
十
四
日
付
で
外
務
省
Ｈ
Ｐ
上
に
掲
載
し
て
い
る
、
「
美
術
品
に
関
す
る
『
週
刊
金
曜
日
』

の
記
事
に
つ
い
て
」
と
の
題
の
、
在
外
公
館
か
ら
名
画
や
陶
磁
器
な
ど
四
年
半
で
九
十
八
点
が
消
え
た
と
す
る
週
刊
金
曜
日

の
記
事
（
以
下
、
「
記
事
」
と
い
う
。
）
の
内
容
は
事
実
で
は
な
い
旨
反
論
す
る
文
章
（
以
下
、
「
文
章
」
と
い
う
。
）
に

「
潮
の
舞
」
を
含
ん
で
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
「
調
査
」
が
未
だ
終
了
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に

挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
潮
の
舞
」
に
つ
い
て
外
務
省
が
よ
く
用
い
る
「
所
在
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
表
現

は
、
「
記
事
」
の
中
に
あ
る
「
消
え
た
」
と
い
う
表
現
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
、
何
よ
り
「
潮
の
舞
」
が
ど
こ
に
い
っ
た
の
か

三



わ
か
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
「
調
査
」
の
進
捗
状
況
云
々
に
関
わ
ら
ず
、
「
文

章
」
の
中
に
「
潮
の
舞
」
を
含
め
、
例
え
ば
「
『
記
事
』
の
内
容
は
事
実
に
反
す
る
記
述
を
多
く
含
む
が
、
『
潮
の
舞
』
が

な
く
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
現
在
『
調
査
』
を
行
っ
て
い
る
」
と
の
文
言
に
よ
り
、
国
民
に
対
し
て
説
明
を
行
う
べ

き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
外
務
省
が
「
調
査
」
が
終
了
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
「
潮
の
舞
」
の
説
明
を
避
け
る
の
は
、

単
な
る
言
い
訳
、
詭
弁
の
類
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
高
村
外
務
大
臣
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


